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陳情第５０号 リニア新幹線の片平立坑掘削に伴う工事用道路建設に   

関する陳情 

 資料１  リニア中央新幹線計画の概要 

  資料２  片平非常口工事用道路について 
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片平非常口 

（旧鶴川総合運動場内） 

東百合丘非常口 

（旧ＪＳＲ東京研究所内） 

犬蔵非常口 

（旧サンワ川崎工場内） 

梶ヶ谷非常口及び資材搬入口 

（ＪＲ貨物梶ヶ谷ターミナル駅隣接地内） 

等々力非常口 

（旧ＪＸホールディング等々力グラウンド内）

名称及び種類 
名 称：中央新幹線 品川・名古屋間 
種 類：新幹線鉄道の建設（環境影響評価法第一種事業） 
事業者：東海旅客鉄道株式会社 

事業実施区域 
の起終点 

起点：東京都港区、終点：愛知県名古屋市 
主要な経過地：甲府市付近、赤石山脈（南アルプス）中南部 

走行方式 超電導磁気浮上方式 

最高設計速度 ５０５km/h 

工事予算 総工事費：５兆５,２３５億円 

路線概要 

「中央新幹線 品川・名古屋間」の路線は、東海道新幹線品川駅付
近を起点とし、山梨リニア実験線（全体で42.8㎞）、甲府市付近、
赤石山脈（南アルプス）中南部を経て、東海道新幹線名古屋駅付
近に至る、延長約286㎞（地上部約40㎞、トンネル約246㎞）
の区間である。 
駅については、品川駅付近、名古屋駅付近のほか、神奈川県内、
山梨県内、長野県内、岐阜県内に一駅ずつ設置する計画である。 

４ 市内の施設・設備の概要 

３ 市内の非常口等計画地の概要

リニア中央新幹線計画の概要 

１ 中央新幹線計画の内容 

資料１

トンネルの標準的な断面図 

（トンネル） 

２ 市内の路線概要 
本資料は、ＪＲ東海が作成した次の資料から、川崎市が説明用に抜粋、加工したものです。 
・「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書（神奈川県）」（平成２６年８月） 
・「中央新幹線品川・名古屋間工事実施計画（その１）」（平成２６年８月） 
・「中央新幹線品川・名古屋間事業説明会【神奈川県川崎市】」（平成２６年１１月） 

保守用車留置施設の概要 

（平面） 

（断面） 

非常口における設備の概要 

（平面） 
（断面） 

片平非常口 

東百合丘非常口 

犬蔵非常口 

梶ヶ谷非常口及び資材搬入口 

等々力非常口 
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片平非常口の位置図 
 凡 例  

JR 東海が選定したルート 

     環境影響評価準備書（平

成 25 年９月）において概

念図として記されている

ルート  

     非常口用地 

都県界

100m

※JR 東海が、令和元年 12 月 21 日に開催した「中央新幹線

片平非常口新設に伴う工事用道路の計画に関する説明

会」の資料を抜粋し、川崎市が一部記載を加えたもので

す。 
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１ ルート選定の考え方  

● JR 東海は、地形等の技術的な条件及び地域の生活環境等に
できるだけ配慮し、なるべく短い距離で既存の幹線道路に至
るよう工事道路を計画し、下図に記載のルートを選定した。 
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片平非常口工事用道路について 資料２ 

案内図 
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片平非常口

町田市 川崎市 

小田急多摩線 
五月台駅 

柿生交差点 
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富士見橋 

出典：国土地理院
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２ 工事用車両の運行経路  

４ 

※JR 東海が、令和元年 12 月 21 日に開催した「中央新幹線片平非常口新設に伴う工事用

道路の計画に関する説明会」の資料を抜粋し、川崎市が一部記載を加えたものです。 

・工事用車両は柿生交差点から北西方向に一方通行で走行します。 

・工事用道路へは左折 IN、左折 OUT とします。 

・工事用道路及び県道上麻生連光寺の歩道未整備箇所において安全・

環境対策を実施します。  

富士見橋 


